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事　務　報　告（抜粋）

　令和２年度の一般会計は、依然として公債費が高
い水準で推移していることや、社会保障関係費用の
自然増、また既存の公共施設の維持改修や更新費用
により、大幅な財源不足が懸念されるところであり
ます。
　また、三菱マテリアルを中心に環境産業、環境活
動、ベネッセによる文化活動、水産業をはじめとし
た地場産業の育成など多角的経済基盤の確立を図り、
海の駅を拠点とした観光・商業のさらなる振興に結
びつけ「小さい島を大きく美しく　実のなる島へ」
を目標に掲げ、各種事業の推進に努力しました。
　今後、コロナ感染症が町民生活等へ与える影響に
ついて、注視していく必要があると考えています。

　令和３年第５回定例会が９月７日から９月14日までの会期で開催されました。

　令和２年度の事務報告や一般会計・特別会計及び簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し、全員賛

成で認定しました。

　一般質問には４人が町政に対する考えを質問しました。

美しく
島へ

令和２年度　一般会計決算（歳出）

36億9739万円

（９月定例会）

増
に
な
っ
た
要
因
は

Q
（
山
上
）
地
方
交
付

税
が
増
に
な
っ
て
い

る
の
は
。

A
（
総
務
課
長
）
新
規

の
地
域
社
会
再
生
事

業
費
と
社
会
福
祉
費
・
教
育

費
の
増
が
要
因
だ
。

使
い
道
は
適
正
か

Q
（
山
上
）
ふ
る
さ
と

納
税
を
、
電
算
シ
ス

テ
ム
の
経
費
に
使
用
し
て
い

主
な
質
疑

る
が
、
ア
ー
ト
の
町
づ
く
り

や
、
観
光
等
に
使
う
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

A
（
町
長
）使
い
道
は
、

指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
限
定
さ
れ
て

い
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
問

題
な
い
。

減
少
さ
れ
た
内
容
は

Q
（
宮
原
）
起
債
残
高

の
減
少
し
た
要
因
は
。

A
（
町
長
）
元
金
償
還

額
よ
り
少
な
い
借
入

に
抑
制
し
た
こ
と
だ
。

耐
震
工
事
の

�

必
要
性
は

Q
（
西
岡
）
小
学

校
は
、
耐
震
工

事
を
行
な
っ
て
い
る

が
、
幼
児
学
園
は
ど
う

す
る
の
か
。

A
（
町
長
）幼
児
学

園
は
耐
震
設
計

に
な
っ
て
い
る
た
め
、

工
事
の
必
要
は
な
い
。

リ
モ
ー
ト
授
業
は

Q
（
中
根
）
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
目
的
は
達
成
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
端

末
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト

で
の
授
業
は
で
き
る
の

か
。A

（
教
育
次
長
）

４
～
５
年
で
進

め
て
い
く
事
業
だ
が
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
昨
年

全
て
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
に
関

し
て
は
、
ご
家
庭
の
Ｗ

ｉ

-

Ｆ
ｉ
の
整
備
環
境

等
も
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

端末を使った授業 耐震構造になっている幼児学園
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小さい島を大きく
実のなる

コ
ロ
ナ
対
策
の
支
援
は

Q
（
松
島
）
持
続
化
給

付
金
を
町
独
自
で
給

付
し
て
は
。

A
（
町
長
）
心
情
的
に

は
理
解
し
て
い
る

が
、
町
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
。つ

り
公
園
の
展
開
は

Q
（
西
岡
）
つ
り
公
園

は
こ
の
ま
ま
な
の

か
。
新
た
な
展
開
は
あ
る
の

か
。A

（
町
長
）
こ
の
ま
ま

の
営
業
は
続
け
ら
れ

な
い
が
、
再
開
す
る
に
は
多

額
の
資
金
が
必
要
に
な
る
。

議
会
と
相
談
し
、
考
え
て
い

き
た
い
。

シ
ス
テ
ム
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
事

業
内
容
は
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

医
療
や
介
護
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
分
か
れ

て
い
た
も
の
を
一
括
し
て
、

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
で
身
近

に
相
談
が
で
き
る
、
中
核
的

な
事
業
だ
。

水
洗
化
率
向
上
は

Q
（
小
野
）
水
洗
化
率

が
97
％
を
超
え
て
い

る
が
、
１
０
０
％
に
は
な
ら

な
い
の
か
。

A
（
町
長
）
独
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
、
空

き
家
等
も
あ
る
の
で
難
し
い
。

今後の展開は

令和２年度直島町一般会計及び特別会計決算一覧表
（単位　千円）

区　分

会計別

歳　　　入 歳　　　出 歳入歳出
差 引 額

Ｂ－Ｄ

歳入予算額に
対する収入率

歳出予算額に
対する執行率

予算残額
Ａ－Ｂ

％
Ｂ÷Ａ

予算残額
Ｃ－Ｄ

％
Ｄ÷Ｃ予算現額Ａ 決算額Ｂ 予算現額Ｃ 決算額Ｄ

一 般 会 計 4,128,898 3,983,557 4,128,898 3,697,389 286,168 145,341 96.5 431,509 89.5

国民健康保険
事業特別会計 456,554 433,636 456,554 429,609 4,027 22,918 95.0 26,945 94.1

介護保険事業
特別会計 431,290 434,502 431,290 416,660 17,842 △　3,212 100.7 14,630 96.6

診療所事業
特別会計 380,565 286,558 380,565 275,644 10,914 94,007 75.3 104,921 72.4

後期高齢者医療
事業特別会計 63,301 63,668 63,301 62,868 800 △  　367 100.6 433 99.3

下水道事業
特別会計 195,387 192,756 195,387 192,553 203 2,631 98.7 2,834 98.5

宅地造成事業
特別会計 3,282 6,241 3,282 3,278 2,963 △　2,959 190.2 4 99.9

総　合　計 5,659,277 5,400,918 5,659,277 5,078,001 322,917 258,359 95.4 581,276 89.7

※　一般会計については、前年度からの繰越事業費繰越額を含む。
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令和２年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
39億8356万円

歳 出（支出）
36億9739万円

自主財源
19億7785万円
49.7％

町税
8億7882万円
22.0％ 使用料・手数料

5581万円　
1.4％

分担金・負担金
1926万円　
0.5％

諸収入
6370万円
1.6％

国庫支出金
4億8374万円　
12.1％

国庫支出金
4億8374万円　
12.1％

県支出金
9359万円
2.3％

寄附金　
6199万円　
1.6％

町債　
2億4400万円　
6.1％

繰入金
6億4612万円
16.2％

繰越金
2億4559万円　
6.2％

依存財源
20億571万円
50.3％

財産収入
656万円　
0.2％

地方譲与税等　
1億624万円　
2.7％

地方交付税
10億7814万円
27.1％

総務費
11億9293万円
32.3％

民生費
5億3490万円
14.5％衛生費

4億7602万円
12.9％

農林水産業費
1億1785万円
3.2％

土木費
5億9627万円
16.1％

教育費
1億9375万円
5.2％

議会費
4762万円
1.3％

商工費
7064万円
1.9％

消防費
7573万円
2.0％

公債費
3億9168万円
10.6％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります）

ふるさと納税返礼品 　　1853万円
特別定額給付金事業    3億830万円
町営バス運行委託事業等 　　4370万円
福祉センター改修工事 　　1736万円
ふるさと海の家改修工事 　　  374万円
琴反地農道補修工事 　　1395万円
積浦幹線道路改良工事　　　　  968万円
直島港ターミナル補修工事 　　  330万円
海の駅大規模改修工事 　　4378万円
港湾建設事業負担金 　　4899万円
町営住宅外壁等改良工事 　　3575万円

総
総
総
民
商
土
土
土
土
土
土

こんな事業に使いました
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（�

）

Q
（
松
島
）
救
急
輸
送

艇
の
修
繕
料
の
保
険

補
填
は
あ
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
船
体

に
対
し
て
は
な
い
。

（�

）

Q
（
小
野
）
体
育
施
設

の
工
事
は
何
か
。

A
（
教
育
次
長
）
町
民

グ
ラ
ン
ド
の
ノ
リ
面

の
復
旧
だ
。

（�
）

Q
（
山
上
）
公
債
費
３

億
９
１
６
９
万
円
の

う
ち
普
通
交
付
税
の
事
業
費

補
正
に
算
入
さ
れ
た
額
は
。

A
（
総
務
課
長
）
２
億

８
６
１
９
万
円
だ
。

令 和 ２ 年 度 決 算〔主な質疑〕

監

査

報

告

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

町
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業
を
、
国
や
県
等
の
財
政
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

保
険
税
徴
収
率
の
向
上
及
び
保
険
給
付
費
の
減
少
に
努
め
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る

べ
く
健
全
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
介
護
保
険
事
業
）

　

今
後
ま
す
ま
す
の
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
制
度
改
正
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
計
画
的
な
事
務
事
業
の
実
施
が
困
難
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
事
業
の
適

正
な
運
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

（
下
水
道
事
業
）

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
歳
入
に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
の
で
、
供
用

開
始
区
域
の
水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
使
用
料
の
滞
納
額
の
完
納
と
健
全
な

財
政
運
営
を
望
む
。

《
簡
易
水
道
事
業
会
計
》

　

前
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
本
村
か
ら
積
浦
間
の
耐
震
管
布
設
が
完
了
し
、
老
朽
化
し
た

屏
風
島
の
配
水
池
も
更
新
さ
れ
た
。
今
後
も
住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
の
安
定
供

給
及
び
効
率
的
な
経
営
を
推
進
し
、
料
金
の
適
正
化
、
収
入
の
確
保
等
を
適
宜
見
直
し
、

な
お
一
層
の
経
営
健
全
化
を
望
む
。

〝
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　 

　
行
財
政
運
営
を
〟

�

監
査
委
員　

大
林　
　

清　

�

　

〃 　
　

小
野　

孝
一　

事務事業の費用対効果を
� 十分検討し改革を

一
般
会
計

（�

）

Q
（
山
上
）
第
２
子
以

降
が
減
免
と
な
っ
て

い
る
が
該
当
人
数
と
金
額
は
。

A
（
教
育
次
長
）
小
学

生
が
46
人
、
中
学
生

が
３
人
。
減
免
金
額
は
約
２

３
０
万
円
だ
。

（�

）

Q
（
宮
原
）
特
別
定
額

給
付
金
（
一
人
10
万

円
）
の
対
象
者
数
と
未
請
求

者
数
は
。

A
（
総
務
課
長
）
対
象

者
３
０
８
６
人
で
、

未
請
求
者
は
３
人
だ
。

（�

）

Q
（
宮
原
）
養
殖
漁
業

応
援
金
給
付
を
受
け

た
方
の
内
訳
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

魚
類
養
殖
業
者
３
０

０
万
円
の
給
付
者
が
４
件
、

２
０
０
万
円
が
１
件
、
１
０

０
万
円
が
３
件
。
ノ
リ
養
殖

業
者
の
１
０
０
万
円
が
10
件

だ
。 減

免
の
人
数
と

�

金
額
は

交
付
税
の
バ
ッ
ク
は

体
育
施
設
の

�

工
事
内
容
は

救
急
輸
送
艇
の

�

保
険
は

漁
業
応
援
金
給
付
の

�

内
容
は

給
付
金
の

�
未
請
求
者
数
は

救急輸送艇あさかぜ
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町 長 報 告

小林町長

苦しいところだが
確保する

未接種者の
ワクチン確保は

整然と実施されたワクチン接種

◦６月４日　高松北警察署との「虐待事案
対応の連携強化に関する協定」調印式に
出席しました。

◦６月18日　直島文化村笠原社長他が施設
開館協議のため来庁されました。

◦６月25日　戦没者追悼式を挙行し出席し
ました。

◦７月10日　町内一斉清掃「ごみ０（ゼロ）
クリーンデー」を実施し、参加しました。

◦７月14日　ベネッセの金代氏他が、ベ
ネッセと岡大による共同研究プロジェク
ト協力依頼のため来庁されました。

◦７月29日　平井卓也デジタル担当大臣が
来庁されご挨拶を申し上げました。

◦８月17日　松谷直島製錬所長他が来庁さ
れ、三菱マテリアル150周年記念のボー
ルペン・手帳のご寄付をいただきました。

◦８月24日　新型コロナウイルスワクチン
接種の集団接種は、12歳以上18歳未満を
最後に希望者については２回の接種をい
たしました。

（主なもの）
虐
待
事
案
の
報
告
は

Q
（
西
岡
）
高
松
北
警

察
署
と
の
「
虐
待
事

案
対
応
の
連
携
強
化
に
関
す

る
協
定
」
で
は
、
ど
ん
な
形

で
虐
待
を
報
告
す
る
の
か
。

A
（
町
長
）
住
民
福
祉

課
が
窓
口
と
な
る
。

警
察
と
役
場
が
情
報
共
有
し

て
こ
と
に
あ
た
る
こ
と
は
大

切
な
こ
と
だ
。

施
設
開
館
協
議
と
は

Q
（
山
上
）
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
前
の

主
な
質
疑

文
化
村
笠
原
社
長
と
の
施
設

開
館
協
議
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
地
中
美
術

館
は
午
後
５
時
ま
で

の
時
間
短
縮
、
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
閉
館
、
直
島
銭
湯
は

町
民
の
み
を
対
象
に
開
館
な

ど
の
協
議
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
は

Q
（
西
岡
）
ベ
ネ
ッ
セ

と
岡
山
大
学
の
共
同

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
岡
山
大
学

が
20
歳
以
上
の
町
民

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
り
回
収

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は

Q
（
山
上
）
診
療
所
医

師
や
職
員
の
協
力
の

お
か
げ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
だ
。
今
後
、
未
接
種
者

の
希
望
者
は
診
療
所
で
行
な

う
こ
と
に
な
る
が
、
ワ
ク
チ

ン
は
確
保
で
き
る
か
。

　

ま
た
、
12
歳
以
上
の
接
種

対
象
者
数
と
接
種
済
み
の
人

数
は
。

A
（
町
長
）
健
康
推
進

室
の
報
告
で
は
現
在

40
人
超
の
希
望
者
が
い
る
と

聞
く
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
苦
し
い
と
こ
ろ
だ
が
確
保

危
機
感
が
低
い
の
で
は

Q
（
松
島
）
８
月
25
日

の
ふ
れ
あ
い
通
信
で
、

「
町
内
で
１
人
の
感
染
が
確

認
さ
れ
た
。
手
洗
い
・
う
が

い
、
密
の
回
避
を
守
っ
て
も

ら
い
、
コ
ロ
ナ
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
し
な
い
よ
う
に
」
と
１

回
限
り
の
放
送
が
あ
っ
た
。

26
日
は
全
く
こ
れ
に
触
れ
て

い
な
か
っ
た
。
危
機
感
が
低

い
の
で
は
な
い
か
。
町
民
へ

の
周
知
徹
底
と
イ
ン
パ
ク
ト

あ
る
広
報
を
お
願
い
し
た
い
。

A
（
町
長
）
危
機
感
が

低
い
と
の
こ
と
だ
が
、

執
行
部
、
職
員
は
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
十

分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q
（
宮
原
）
県
は
、
何

歳
代
の
会
社
員
、
学

生
な
ど
の
感
染
情
報
を
出
し

て
い
る
。
町
も
そ
の
程
度
の

情
報
は
出
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
あ
ま
り
情

報
を
出
す
と
個
人
が

特
定
さ
れ
る
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

す
る
。

　

町
は
後
援
と
い
う
形
で
、

時
期
は
未
定
だ
。

す
る
。

A
（
健
康

推
進
室

長
）
12
歳
以
上

の
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
者
は
８

月
１
日
時
点
で

２
８
１
１
人
、

１
回
目
接
種
済

み
２
３
８
０

人
、
２
回
目
接

種
済
み
２
３
５

９
人
だ
。
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◦６月14日　県教育委員会事務局人権・同和教
育課の課長補佐他が来庁され、意見交換を行
ないました。

◦６月16日　県学校給食会定時評議員会が県教
育会館で開催され、出席しました。

◦６月28日　読売新聞社大阪本社高松総局か
ら、英語教育について取材を受けました。

◦６月30日　讃岐地区教育長会・東部教育長会
が高松合同庁舎で開催され、出席しました。

◦７月20日　岡山県公立高校４校を教育次長と
共に訪問しました。

◦７月22日　わんぱく寺小屋が直島ホールで開
催され、救急法講習会・人権学習・モルック
競技を行ないました。

◦７月29日　デイビット先生が離任挨拶のため
教育委員会に来られました。３年間の努力と
功績に謝辞を伝えました。

◦７月30日　市町教育行政意見交換会が県庁で
開催され、出席しました。

（主なもの）
学
校
給
食
は
大
事
だ

Q
（
小
野
）
学
校
給
食

は
非
常
に
大
事
と
思

う
が
、
定
時
会
で
ど
ん
な
こ

と
が
話
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
給
食
に
幼
児
学
園
も
含

ま
れ
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
県
下
の

米
の
消
費
や
地
産
地

消
の
こ
と
、
コ
ロ
ナ
で
給
食

の
回
数
が
減
っ
た
等
の
話
が

出
た
。
幼
児
学
園
は
含
ま
れ

な
い
。 主

な
質
疑

教育長報告

鴨井教育長

県下の米の
消費や地産
地消の話だ

学校給食
定時会での内容は

英
語
教
育
の
取
材
は

Q
（
中
根
）
読
売
新
聞

の
取
材
は
英
語
教
育

が
優
れ
て
い
る
、
進
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
で
受
け
た
の

か
。A

（
教
育
長
）
英
語
教

育
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
取
材
を
受
け
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
い
つ
来
る

Q
（
浜
口
）
新
し
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
先
生
は
、
い

つ
頃
来
る
の
か
。
デ
イ
ビ
ッ

ト
先
生
が
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
れ

な
い
な
ら
、
新
し
い
先
生
が

山
と
香
川
で
ど
ん
な
状
況
か
。

A
（
次
長
）
平
成
30
年

10
人
、
令
和
元
年
12

人
、
令
和
２
年
10
人
だ
。

（
教
育
長
）
年
に
よ
っ
て
違

う
が
、
高
松
方
面
が
多
い
よ

う
だ
。

修
学
旅
行
の
行
き
先
は

Q
（
山
上
）
幼
児
学
園

の
運
動
会
の
開
催
予

定
は
。
ま
た
、
修
学
旅
行
は

ど
う
な
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
幼
児
学

園
は
10
月
頃
を
予
定

し
て
い
る
が
、
園
か
ら
連
絡

わんぱく寺小屋でモルック競技

来
る
ま
で
い
て
も
ら
え
な
い

か
。A

（
教
育
長
）デ
イ
ビ
ッ

ト
先
生
は
検
査
を
し

て
、
８
月
３
日
に
イ
ギ
リ
ス

へ
帰
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

新
し
い
先
生
は
コ
ロ
ナ
で
イ

ギ
リ
ス
か
ら
出
国
で
き
て
な

く
、
い
つ
頃
に
な
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
11
月
ぐ
ら
い
か

な
と
い
う
情
報
だ
。

ど
ち
ら
方
面
が
多
い

Q
（
宮
原
）
中
学
校
卒

業
生
で
高
松
方
面
の

高
校
生
は
何
人
い
る
の
か
。

ま
た
、
進
学
者
の
人
数
は
岡

が
あ
る
と
思
う
。

　

修
学
旅
行
は
、
中
学
校
は

北
九
州
方
面
を
計
画
し
て
い

た
が
、
場
所
を
変
更
し
県
内

泊
か
、
日
帰
り
か
今
週
中
に

判
断
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

小
学
校
は
、
大
阪
方
面
を

予
定
し
て
い
た
が
、
近
県
か

県
内
泊
か
、
日
帰
り
に
す
る

か
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

研
修
内
容
は

Q
（
小
野
）
学
校
給
食

の
調
理
員
研
修
会
で

は
、
ど
ん
な
研
修
を
し
た
の

か
。

A
（
教
育
長
）

直
島
と
三
木

町
の
調
理
員
、
栄
養

士
が
参
加
し
た
。
講

師
を
招
い
て
県
内
で

採
れ
た
食
材
で
郷
土

料
理
を
作
り
、
学
校

給
食
に
活
か
せ
な
い

か
等
研
修
し
た
。
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町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

一 般 質 問

浜口 議員

〔
町
長
〕
検
討
す
る
段
階
で
は
な
い

入
島
税
（
訪
問
税
）
の
導
入
を

　

直
島
へ
の
観
光
客
は
近
年

大
き
く
増
加
し
、
瀬
戸
芸
開

催
年
に
は
約
70
万
人
、
平
年

で
も
約
40
万
人
が
訪
れ
て
い

る
。
多
く
の
観
光
客
の
来
訪

に
よ
っ
て
増
幅
す
る
環
境
保

全
、
観
光
施
設
の
維
持
整
備

な
ど
の
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
法
定
外
目
的
税
の

入
島
税
（
訪
問
税
）
を
導
入

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

町
民
や
通
勤
・
通
学
、
修

学
旅
行
・
遠
足
の
児
童
生
徒

等
に
つ
い
て
は
対
象
外
と
す

る
な
ど
、
先
進
地
の
事
例
を

調
査
研
究
し
て
導
入
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

　

入
島
の
際
に
、
１
人
１
回

１
０
０
円
を
運
賃
に
上
乗
せ

し
て
特
別
徴
収
を
す
る
。
観

光
地
と
し
て
の
質
的
向
上
を

目
的
と
し
た
町
の
観
光
環
境

の
整
備
、
ト
イ
レ
清
掃
、
ご

み
収
集
、
海
浜
清
掃
、
案
内

板
設
置
な
ど
に
対
応
す
る
恒

久
的
な
財
源
に
な
る
。

　

町
長
か
ら
説
明
し
て
依
頼

す
れ
ば
船
会
社
も
必
ず
協
力

し
て
く
れ
る
と
思
う
。

　

町
長
の
考
え
は
。

A
（
町
長
）直
島
町
は
、

環
境
と
ア
ー
ト
の
島

と
し
て
世
界
か
ら
脚
光
を
浴

び
、
当
町
へ
の
観
光
客
は
大

き
く
増
加
し
て
お
り
、
環
境

保
全
観
光
施
設
な
ど
の
維
持

整
備
な
ど
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

だ
。

　

提
案
の
入
島
税
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
公
平
・
中
立
・

租
税
平
等
の
基
本
原
則
や
使

途
の
明
確
化
、
課
税
や
徴
収

方
法
な
ど
、
税
の
性
格
を
踏

ま
え
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
。

○
他
の
旅
客
船
会
社
に
比
べ

割
り
高
感
の
あ
る
乗
船
料
が

さ
ら
に
高
く
な
り
、
旅
客
船

を
頻
繁
に
利
用
す
る
業
者
へ

の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
町

民
が
町
外
の
業
者
に
家
屋
の

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
依
頼

し
た
場
合
に
は
入
島
税
が
町

民
の
負
担
に
跳
ね
返
る
。

○
町
民
と
町
外
者
を
ど
う
見

分
け
る
の
か
。
身
分
証
明
書

が
必
要
と
な
れ
ば
、
常
に
携

帯
す
る
な
ど
町
民
に
も
負
担

が
か
か
る
。

○
徴
収
方
法
だ
が
、
入
島
税

を
乗
船
料
に
含
め
る
の
か
、

乗
船
券
の
購
入
時
に
別
途
に

徴
収
す
る
の
か
、
ま
た
、
回

数
券
や
団
体
割
引
利
用
者
や

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車

の
場
合
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

さ
ら
に
マ
リ
ン
タ
ク
シ
ー
・

ク
ル
ー
ザ
ー
・
ヨ
ッ
ト
を
利

用
し
た
場
合
な
ど
複
雑
化

し
、
従
事
者
も
困
惑
す
る
。

○
入
島
税
を
納
付
し
な
い
場

合
、入
島
を
拒
否
で
き
る
か
。

ク
レ
ー
ム
対
応
を
ど
の
よ
う

に
誰
が
す
る
の
か
。

○
入
島
税
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

拡
散
さ
れ
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
、
観
光

事
業
者
の
収
入
減
に
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

課
題
や
問
題
点
も
多
く
あ

り
、
町
民
・
町
内
事
業
者
・

町
外
の
方
の
理
解
と
協
力
が

な
け
れ
ば
困
難
な
の
で
、
現

時
点
で
は
大
変
難
し
い
と
考

え
る
。

　

入
島
税
で
な
く
直
島
応
援

寄
付
金
ふ
る
さ
と
納
税
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
財
源
確

保
に
努
め
る
。

Q
　

町
長
は
、
入
島
税

１
０
０
円
を
徴
収
す

る
こ
と
で
、観
光
客
が
直
島
へ

来
る
の
を
や
め
る
と
思
う
か
。

A
（
町
長
）
は
っ
き
り

言
っ
て
分
か
ら
な

い
。
１
０
０
円
取
ら
れ
た
場

合
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
拡
散
さ
れ

た
ら
、
直
島
町
は
せ
こ
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
イ
メ
ー
ジ
ダ

ウ
ン
に
つ
な
が
る
気
が
す
る
。

Q
　

観
光
客
が
利
用
す

る
船
は
マ
リ
ン
タ
ク

シ
ー
な
ど
も
数
社
あ
る
が
、

ほ
ぼ
四
国
汽
船
な
の
で
、
特

別
徴
収
で
の
入
島
税
導
入
は

実
施
し
や
す
い
環
境
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

A
（
町
長
）ク
ル
ー
ザ
ー

や
マ
リ
ン
タ
ク
シ
ー

等
で
来
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
が
、誰
が
徴
収
す
る
の
か
。

公
平
・
公
正
が
税
の
た
て
り

だ
。
今
は
ま
だ
時
期
が
熟
し

て
い
な
い
。

Q
　

船
に
乗
る
時
、
製

錬
所
及
び
関
連
会
社

の
従
業
員
・
家
族
は
回
数
乗

船
券
を
、
製
錬
所
か
ら
購
入

し
使
用
し
て
い
る
。

　

製
錬
所
以
外
の
通
勤
者
は

定
期
ま
た
は
回
数
券
を
利
用

し
て
い
る
。

　

観
光
客
は
必
ず
乗
船
券
を

購
入
す
る
の
で
、
券
売
機
に

観
光
客
用
の
発
券
ボ
タ
ン
を

設
定
す
れ
ば
徴
収
し
や
す

い
。
そ
の
経
費
は
町
が
負
担

す
れ
ば
い
い
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
町
と
し
て

は
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

と
か
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
、
今
は
で
き
な
い
と
言
う

し
か
な
い
。

Q
　

準
備
に
１
年
か
ら

２
年
は
か
か
る
と
思

う
。
町
長
の
手
腕
を
ぜ
ひ
発

揮
し
て
も
ら
う
よ
う
、
町
長

の
や
る
気
を
伺
い
た
い
。

A
（
町
長
）
尻
を
叩
か

れ
て
い
ま
す
が
、
今

ま
で
の
答
弁
の
と
お
り
非
常

に
難
し
い
。

Q
　

検
討
す
る
と
い
う

答
弁
は
ど
う
し
て
も

も
ら
え
な
い
か
。

A
（
町
長
）
検
討
す
る

段
階
で
は
な
い
。

毎日大勢の人が入島

多くの観光客が来島
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町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

宮原 議員

〔
町
長
〕
絶
対
に
な
い
と
断
言
し
た
い

基
金
が
激
減
、
枯
渇
し
な
い
の
か

　

下
の
図
は
、
財
政
調
整
基

金
の
推
移
（
令
和
３
年
は
見

込
み
で
他
は
実
績
）
で
、
そ

れ
を
見
る
と
平
成
25
年
度
末

に
約
16
億
円
あ
っ
た
が
激
減

し
、
令
和
３
年
度
末
に
約
５

億
円
に
な
る
見
込
み
。
財
政

調
整
基
金
は
、
い
ざ
と
い
う

事
態
に
備
え
て
、
使
い
や
す

く
大
切
な「
町
の
貯
金
」だ
。

こ
の
財
政
調
整
基
金
が
激
減

し
て
い
る
。町
長
の
感
想
は
。

A
（
町
長
）
財
政
状
況

は
、
公
共
施
設
の
改

修
工
事
を
先
送
り
に
し
た
こ

と
、新
規
の
大
規
模
公
共
工
事

を
借
金
に
依
存
し
た
こ
と
が

原
因
だ
。今
後
、借
金
の
返
済

額
が
毎
年
４
億
円
を
超
す
状

況
で
、厳
し
い
財
政
事
情
だ
。

Q
　

財
政
調
整
基
金

は
、
標
準
財
政
規
模

の
10
％
以
上
が
適
正
と
さ
れ

て
い
る
。
平
成
２
年
度
の
標

準
財
政
規
模
は
。

A
（
町
長
）
19
億
１
９

０
０
万
円
で
、
割
合

は
41
・
６
％
だ
。

Q
　

10
％
以
上
だ
か
ら

十
分
適
正
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
の
図
で

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
に
向
け
て
、
見
事
に
直
線

的
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
回
帰
直

線
と
し
て
予
測
す
る
と
、
令

和
６
年
度
末
で
財
政
調
整
基

金
の
残
高
が
約
１
５
０
０
万

円
と
な
り
、
令
和
７
年
度
に

は
枯
渇
す
る
と
予
想
さ
れ

た
。
当
然
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
に
何
ら
か

の
手
立
て
・
調
整
は
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対

し
て
、
ど
う
考
え
る
か
。

A
（
町
長
）
当
然
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
は
や
る
が
、
後
に
延
ば

せ
る
も
の
は
延
ば
し
た
り
す

る
な
ど
い
ろ
ん
な
手
立
て
を

す
る
。
行
財
政
改
革
も
行
な

い
、
事
業
の
取
捨
選
択
も
や

る
。
公
債
費
の
元
金
の
支
払

い
す
る
以
上
は
借
金
を
せ
ず

に
町
債
を
減
ら
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
執
行
部
一
丸
と

な
っ
て
い
く
の
で
、
財
政
面

で
枯
渇
す
る
よ
う
な
こ
と
は

絶
対
に
な
い
と
断
言
し
た
い
。

人
口
増
加
対
策
に

�

な
る
か

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
近

年
、
地
方
へ
の
移
住
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
以
前
、
町
は

移
住
体
験
住
宅
整
備
補
助
金

を
行
な
っ
て
い
た
と
聞
い
て

い
る
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
中
止

に
な
る
ま
で
の
成
果
等
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

A
（
町
長
）
平
成
28
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
も
の
は
１
人
だ
。
利
用
者

実
績
は
、
平
成
28
年
度
が
73

組
、
そ
の
後
１
０
０
組
を
超

す
利
用
で
あ
っ
た
が
、
だ
ん

だ
ん
と
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
っ
て
利
用
者
が
数

組
と
な
っ
た
の
で
令
和
２
年

度
よ
り
中
止
し
た
。

Q
　

こ
の
補
助
金
制
度

を
人
口
増
加
対
策
と

し
て
再
度
検
討
は
し
な
い
の

か
。A

（
町
長
）
こ
の
制
度

の
内
容
は
、
移
住
体

験
で
あ
る
が
、そ
う
で
は
な
く

観
光
や
仕
事
と
し
て
利
用
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、一
定
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

統
計
・
回
帰
直
線
と
は

　

た
と
え
ば
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
売
上
数
と
最
高
気

温
と
の
関
係
や
時
と
人
口
の

推
移
と
の
関
係
な
ど
で
、
そ

れ
ら
の
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
デ
ー
タ
を
図
に
プ

ロ
ッ
ト
し
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
プ
ロ
ッ
ト
が
ほ
ぼ
直
線
上

に
あ
れ
ば
、
統
計
の
回
帰
直

線
が
使
え
ま
す
。

　

こ
の
回
帰
直
線
は
、
一
次

式
で
す
か
ら
Ｙ
＝
ｂ
Ｘ
＋
ａ

（
ｂ
は
傾
き
、
ａ
は
切
片
）

で
傾
き
な
ど
は
簡
単
に
求
め

ら
れ
そ
う
で
す
が
実
際
は
難

し
く
、
そ
の
傾
き
、
切
片
を

求
め
る
に
は
高
度
な
数
学
で

あ
る
最
小
二
乗
法
を
利
用
し

て
求
め
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

の
関
数
を
利
用
す
れ
ば
、
慣

れ
る
と
簡
単
に
傾
き
、
切
片

な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

例
な
ら
、
そ
の
日
の
最
高
気

温
が
わ
か
れ
ば
売
上
数
が
予

測
で
き
ま
す
。

基金が激減
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〔
町
長
〕
活
力
あ
る
直
島
町
の
構
築
に
ま
い
進

町
政
へ
の
取
り
組
み
と
決
意
を
問
う

　

就
任
以
来
３
年
少
し
が
経

過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
や

課
題
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
町
政
全
般

に
つ
い
て
、
ど
う
評
価
・
総

括
し
て
い
る
か
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
・
行
政
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
、
非
常
に
難
し

く
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代

の
大
き
な
転
換
期
の
今
を
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

　

ま
た
、
町
民
も
気
に
し
て

い
る
町
長
選
、
町
長
は
い
ま

だ
に
態
度
を
表
明
し
て
い
な

い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。A

（
町
長
）
就
任
以
来

一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
が
、

自
己
評
価
は
差
し
控
え
る
。

　

町
政
全
般
に
つ
い
て
ご
指

摘
の
と
お
り
、
問
題
が
山
積

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
は
、
12
歳
以
上
の
希
望

者
全
員
に
ワ
ク
チ
ン
の
２
回

接
種
が
完
了
し
た
。

　

こ
の
他
、
行
財
政
改
革
、

人
材
育
成
、
デ
ジ
タ
ル
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、
組

織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
覚
悟
だ
。

　

来
年
の
町
長
選
挙
だ
が
、

町
長
就
任
当
初
に
申
し
上
げ

た
「
住
ん
で
い
る
方
が
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
住
み
続
け
ら

れ
る
直
島
町
」「
訪
れ
た
方

が
住
み
た
く
な
る
直
島
町
」

を
目
指
し
、
そ
の
実
現
に
全

力
を
注
い
で
き
た
。

　

町
民
の
皆
様
方
の
お
許
し

が
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
再

度
町
政
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
き
、
活
力
あ
る

直
島
町
の
構
築
に
ま
い
進
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

危
険
箇
所
に

�

防
護
柵
の
設
置
を

　

全
国
各
地
に
お
い
て
、
用

水
路
や
側
溝
等
へ
の
転
落
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
各
地
域

に
危
険
と
思
わ
れ
る
箇
所
が

あ
り
、
町
民
や
観
光
客
が
転

落
し
た
事
例
が
多
く
あ
り
、

防
止
策
の
必
要
性
が
あ
る
。

　

水
路
以
外
で
も
、
横
防
公

園
と
浜
辺
に
大
人
ほ
ど
の
大

き
な
段
差
が
あ
り
、
子
ど
も

が
転
落
し
大
ケ
ガ
を
す
る
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

　

町
民
の
安
全
安
心
を
考

え
、
早
急
な
対
応
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
指
摘
の
と

お
り
危
険
箇
所
が
い

く
つ
か
あ
り
、
安
全
対
策
は

必
要
だ
。
し
か
し
、
財
政
面

も
あ
り
優
先
順
位
を
決
め
、

よ
り
効
率
的
に
対
策
を
行

な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

横
防
公
園
も
転
落
の
危
険

性
が
あ
り
、
柵
の
設
置
を
検

討
す
る
。

高
齢
者
の

�

交
通
安
全
対
策
を

　

近
年
、
テ
レ
ビ
等
で
高
齢

者
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
る
の
を
よ
く
聞
く
。

　

町
内
の
高
齢
者
が
加
害
者

や
被
害
者
に
な
ら
な
い
対
策

が
必
要
と
考
え
る
。
警
察
や

関
係
者
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
講
習

会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
高
齢
者
の

交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
は
毎
日
の
よ
う
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
高
齢
者
を
対

象
に
交
通
安
全
対
策
の
必
要

性
は
十
分
感
じ
て
お
り
、
事

故
が
起
こ
る
前
に
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
と

相
談
し
、
県
や
県
警
に
協
力

を
仰
ぎ
実
施
す
る
と
と
も

に
、
周
知
活
動
の
強
化
も

図
っ
て
い
く
。

キケンな段差

安全運転をしてね
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安全のための改善策を
〔町長〕来年度実施したい

　

マ
リ
ン
パ
ー
ル
直
島
の
駐

輪
場
か
ら
続
く
三
角
の
花
壇

の
よ
う
な
、
活
用
さ
れ
て
い

が
安
全
で
見
た
目
も
よ
く
な

る
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）マ
リ
ン
パ
ー

ル
直
島
南
側
に
は
三

角
形
の
花
壇
が
あ
り
、
周
り

に
は
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
県
道
に
出

る
と
き
視
界
を
遮
り
、
見
え

づ
ら
い
状
況
だ
。

　

今
年
の
５
月
に
近
隣
住
民

か
ら
見
え
づ
ら
い
と
連
絡
が

あ
り
、
視
界
を
よ
く
す
る
た

め
に
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
を
撤

去
し
た
が
、
ま
だ
見
え
づ
ら

い
と
い
う
声
が
あ
る
と
の
こ

と
。
安
全
な
通
行
の
た
め
に

さ
ら
な
る
改
良
も
必
要
だ
。

　

花
壇
と
し
て
は
十
分
な
管

理
も
で
き
て
い
な
い
よ
う
な

の
で
撤
去
し
、
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
来

年
度
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

通行の妨げになっている

委
員
さ
ん

 

よ
ろ
し
く

　
お
願
い
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
委
員

に
、
下
津
公
恵
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
３
年
10

月
１
日
か
ら
４
年
間

人　

事
下津 公恵 氏

積浦姫宮団地にごみステーションを
　姫宮団地の住民から、ごみステーションが遠くて不便
なので近くに設置してほしいとの要望がある。設置計画
はあるか。� （令和３年３月定例会　西岡議員）

　３月定例会で質問のあった姫宮団地のごみステーショ
ンの場所は決まったか。
� （令和３年５月合同常任委員会　山下議員）

　現在、設置場所を検討中である。� （環水課長）

　めどは付けている。家を建築中のところもあるので、
その辺りの人の意見を調整してからだ。� （環水課長）

　早急に調整してみる。� （環水課長）

答　弁

答　弁

答　弁

経　過結　果

このコーナーは、議員が以前に一般質問や委員会などで質問した問題が
その後どうなっているかを追跡してお知らせします。

　約１カ月後に設
置が完了した。

　めどが付いているなら、近隣の人の意見を聴いて早く
設置したらいいのではないか。
� （令和３年５月合同常任委員会　山上議員）

要望し、設置されたごみステーション

な
い
土
地
が
あ
る
。

　

近
隣
の
住
民
か
ら

「
メ
イ
ン
道
路
に
出
る

時
見
づ
ら
い
の
で
撤
去

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
出
て
い
る
。

　

利
用
目
的
が
な
く
通

行
の
妨
げ
に
な
る
な
ら

撤
去
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
し
、
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー

ン
に
す
る
な
ど
し
た
方
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デルタ株が
 猛威振るう

コロナワクチン集団接種
 8月24日に終了

総 

務
・
文 

教

経 

済
・
民 

生

〔
総
務
課
〕

台
風
９
号
の
対
応
に
つ
い
て

Q
　

８
月
９
日
の
台
風

９
号
は
、
黄
色
か
ぼ

ち
ゃ
が
波
に
さ
ら
わ
れ
る
な

ど
、
強
風
に
よ
る
影
響
が
町

内
各
所
で
あ
っ
た
が
町
の
対

応
は
。

A
　

前
日
に
防
潮
堤
の

扉
を
閉
鎖
し
た
が
当

日
の
朝
に
開
け
た
。
し
か
し

風
が
強
く
な
っ
た
た
め
再
度

閉
鎖
し
た
。
町
職
員
は
自
宅

待
機
と
し
て
い
た
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○ 

更
新
し
た
空
調
設
備
を
７

月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
。

○ 

発
熱
外
来
診
察
室
整
備
工

事
は
、
８
月
か
ら
施
工
開

始
し
て
い
る
。

Q
（
松
島
）
８
月
の
コ

ロ
ナ
の
状
況
は
。

A
（
事
務
長
）
保
健
所

か
ら
依
頼
が
あ
っ
た

検
査
件
数
が
26
件
あ
る
。内
、

診
療
所
で
確
認
し
た
陽
性
者

は
２
人
だ
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

10
月
７
日　

敬
老
会
（
中

止
）

（
委
員
か
ら
）

　

今
回
の
件
に
つ
い
て
、
前

日
の
気
象
台
の
予
報
が
注
意

報
レ
ベ
ル
で
、
町
民
含
め
少

し
油
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
今
回
の
当
町
の
状

況
に
つ
い
て
、
気
象
台
に
伝

え
今
後
に
活
か
す
べ
き
だ
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
２

Q
　

来
年
の
芸
術
祭
の

日
程
は
。

A
　

春
会
期
４
月
14
日

～
５
月
18
日
の
35
日

間
、
夏
会
期
８
月
５
日
～
９

月
４
日
の
31
日
間
、
秋
会
期

９
月
29
日
～
11
月
６
日
の
39

日
間
の
計
１
０
５
日
間
を
予

定
し
て
い
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

通
学
路
の
点
検

Q
　

他
県
で
通
学
路
で

の
大
き
な
交
通
事
故

が
あ
っ
た
。
当
町
の
通
学
路

の
危
険
箇
所
は
あ
っ
た
か
。

A
　

現
在
、
県
教
委
か

ら
点
検
を
す
る
よ
う

依
頼
が
あ
り
、
学
校
に
お
い

て
調
査
中
で
あ
る
。
平
成
30

年
度
に
も
一
度
点
検
し
た

が
、
危
険
箇
所
と
し
て
は
な

か
っ
た
。

○ 

10
月
26
日　

障
が
い
者
社

会
見
学

Q
（
井
下
）
日
中
一
時

支
援
事
業
の
内
容
は
。

A
（
課
長
）
障
が
い
者

に
対
し
て
、
高
齢
者

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
よ

う
な
も
の
だ
。

〔
健
康
推
進
室
〕

　

５
月
25
日
か
ら
８
月
７
日

ま
で
で
計
22
回
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
が
あ
り
、延

べ
４
７
６
４
人
に
接
種
し
た
。

Q
（
中
根
）
町
民
か
ら

陽
性
者
が
出
て
、
自

宅
療
養
と
な
っ
た
場
合
、
町

と
し
て
対
応
で
き
る
物
件
は

あ
る
の
か
。

A
（
室
長
）
町
と
し
て

は
な
い
。
全
部
保
健

所
が
主
管
で
調
整
す
る
の

で
、
保
健
所
が
探
す
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

Q
（
山
上
）
姫
宮
団
地

の
購
入
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
あ
っ
た
か
。

A
（
課
長
）
１
件
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
何
も

言
っ
て
こ
な
い
。

Q
（
井
下
）
宮
浦
港
無

電
柱
化
工
事
の
範
囲

は
。A

（
課
長
）
住
吉
神
社

の
付
近
だ
け
だ
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

７
月
10
日　

ゴ
ミ
０ゼ
ロ

ク

リ
ー
ン
デ
ー
に
約
４
８
０

来年も多くの人に来てほしい

無電柱化工事（住吉神社付近）

人
の
参
加
者
が
あ
り
、３
・

７
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
収
集
し

た
。

○ 

９
月
中
旬
頃
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
配
布
予
定
。

Q
（
浜
口
）
姫
宮
団
地

内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
設
置
し
て
い
る
か
。

A
（
課
長
）
設
置
し
て

い
る
。

Q
（
小
野
）
球
根
配
布

場
所
、
配
布
数
は
。

A
（
課
長
）
役
場
・
西

部
・
積
浦
・
横
防
の

４
カ
所
だ
。
数
は
７
０
０
袋

く
ら
い
用
意
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

再
び
猛
威

（
委
員
か
ら
）

　

当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
は
、
12
歳
以
上
の

希
望
者
へ
の
２
回
目
の
予
防

接
種
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
少
し

安
心
し
て
い
た
矢
先
に
、
デ

ル
タ
株
が
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
。

　

２
学
期
を
前
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
感
染
が
心
配

さ
れ
る
の
で
、
十
分
な
対
策

を
お
願
い
す
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の
猛

威
も
加
わ
り
、
我
が
国
の
各

方
面
に
甚
大
な
経
済
的
・
社

会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
国
民
生
活
へ
の
不
安
が

続
い
て
い
る
。こ
の
中
で
、地

方
財
政
は
、
来
年
度
に
お
い

て
も
巨
額
な
財
源

不
足
が
避
け
ら
れ

な
い
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
に

お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
は
も

と
よ
り
、
地
方
創

生
、
雇
用
対
策
、

防
災
・
減
災
対

策
、
デ
ジ
タ
ル
化

や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
と

も
に
、
財
政
需
要
の
増
嵩
が

見
込
ま
れ
る
社
会
保
障
等
へ

の
対
応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
た
め
に
は
、
地
方
税
財

源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て

は
、
令
和
４
年
度
地
方
財
政

対
策
及
び
地
方
税
制
改
正
に

自治体ＤＸを勉強

デ
ジ
タ
ル
改
革
推
進
特
別

　

第
２
回
デ
ジ
タ
ル
改
革
推

進
特
別
委
員
会
を
開
催
。

○
国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化

○
香
川
県
の
状
況

○
直
島
町
の
現
状

　

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
か
ら

は
、
国
が
計
画
す
る
自
治
体

Ｄ※
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
資

料
に
基
づ
い
て
「
県
お
よ
び

町
の
デ
ジ
タ
ル
計
画
の
策
定

は
、
９
月
に
入
り
国
か
ら
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
手
順
書
が
示

さ
れ
、
そ
れ
が
公
表
さ
れ
て

か
ら
本
格
的
に
推
進
計
画
を

作
成
す
る
」
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
委
員
か
ら
の
質

疑
応
答
に
入
り
、
用
語
の
説

明
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
デ
ジ

タ
ル
推
進
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な

い
ま
し
た
。

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透

さ
せ
て
生
活
を
よ
り
良
く
変

革
す
る
こ
と
。
Ｄ
Ｘ
の
表
記

は
、
英
語
圏
で
ト
ラ
ン
ス
を

Ｘ
と
略
す
る
こ
と
か
ら
で
す
。

一

般

会

計

　

本
補
正
予
算
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
経
費
な
ど
の
追
加
に

よ
る
も
の
で
、
歳
入
・
歳
出

予
算
の
総
額
に
２
０
１
９
万

円
を
追
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
32

億
３
６
１
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
支
出
金

 

４
８
６
万
円
追
加

◦
繰
越
金

 

１
５
３
３
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦ 

総
務
費
（
定
年
延
長
に
よ

る
例
規
整
備
支
援
業
務
）

 

２
３
１
万
円
追
加

◦ 

衛
生
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

令
和
３
年
度　

補
正
予
算

ワクチン接種事業

業
） 
３
８
１
万
円
追
加

◦ 

教
育
費
（
小
中
学
校
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
消
耗
品

等
） 

１
４
３
万
円
追
加

意見書を提出

向
け
、
左
記
事
項
を
確
実
に

実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要

望
す
る
。

　
　
　
　

記

１ 　

令
和
４
年
度
以
降
３
年

間
の
地
方
一
般
財
源
総
額

に
つ
い
て
は
、「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
１
」に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
地
方
財
政
計

画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を

確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴

い
社
会
保
障
関
係
経
費
が

増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
他
の
地
方
歳
出
に

不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な

さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な

総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２ 　

固
定
資
産
税
は
、
市
町

村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹

税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹

を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、

断
じ
て
行
な
わ
な
い
こ

と
。
ま
た
、
生
産
性
革
命

の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
講
じ
ら
れ
た

固
定
資
産
税
等
に
係
る
特

例
措
置
は
、
本
来
国
庫
補

助
金
等
に
よ
り
対
応
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
今
回
限

り
の
措
置
と
し
て
、
期
限

の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に

終
了
す
る
こ
と
。

３ 　

令
和
３
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
を
令
和
２
年
度

と
同
額
と
す
る
負
担
調
整

措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４ 　

令
和
３
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環

境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減

の
延
長
に
つ
い
て
、
更
な

る
延
長
は
断
じ
て
行
な
わ

な
い
こ
と
。

５ 　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設

又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は

地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方

に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、経
済
産
業
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
経
済
再
生

担
当
大
臣

宮
原 

委
員
長
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賛
否
両
論
の
中
、オ
リ

ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
無
事
終
了
。

　

一
方
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
タ
リ
バ
ン
が
20
年
ぶ

り
に
復
権
の
悲
報
。
そ
の

タ
リ
バ
ン
に
よ
り
中
村
哲

さ
ん
（
砂
漠
を
緑
に
変
え

た
医
師
、
約
２
年
前
に
銃

撃
を
受
け
死
亡
）
の
肖
像

画
が
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
好
き
な
言

葉
は
「
一
隅
を
照
ら
す
」

最
澄
の
言
葉
で
す
。

　

彼
の
解
釈
は
『
自
分
が

今
い
る
場
所
で
、
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

に
す
る
こ
と
』
で
す
。
自

分
の
で
き
る
範
囲
の
寄
付

や
奉
仕
等
は
自
分
の
た

め
、
ひ
い
て
は
世
の
中
の

た
め
に
な
り
ま
す
。

　

肖
像
画
が
修
復
さ
れ
る

時
、
天
国
か
ら
『
そ
の
費

用
は
現
地
の
貧
し
い
方
に

使
っ
て
』
と
言
わ
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。

 

（
宮
原　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
井
下　

良
雄

委
員
長
　
山
下　

玲
子

副
委
員
長
　
浜
口　

敏
夫

委
　
員
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
先
進
地

U・Ⅰターン者に聞く第33回
　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の

は
、
ス
テ
ン
ラ
ン
ド
さ
ん
ご

一
家
の
皆
さ
ん
で
す
。

Ｑ　
タ
イ
ラ
ー
さ
ん
、
由
加

里
さ
ん
、
雨あ

ま
音ね

ち
ゃ
ん
、
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
い
つ
頃
直
島
に
来
ら
れ
ま

し
た
か
。
そ
の
動
機
は
。

由  

２
０
１
７
年
の
秋
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。
育
児
の

Ｑ　
直
島
に
住
ま
れ
て
の
感

想
は
。

タ  

自
然
と
文
化
が
融
合
し

た
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。

由  

都
会
と
田
舎
の
い
い
と

こ
取
り
を
し
た
よ
う
な
、
住

み
心
地
が
良
い
場
所
で
す
。

　

娘
は
ハ
ー
フ
で
す
が
、島
の

方
が
外
国
人
に
慣
れ
て
い
て
、

変
な
特
別
扱
い
や
差
別
が
な

い
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
。

Ｑ　
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、

困
っ
た
こ
と
な
ど
は
。

由  

宮
ノ
浦
の
古
民
家
に
引
っ

越
す
こ
と
が
で
き
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
。ご
近
所
の
方
と

の
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
も

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ　
都
会
と
島
を
比
べ
、
良

い
と
こ
ろ
と
不
便
な
と
こ
ろ

は
。

タ  

交
通
の
便
、
専
門
病
院

が
な
い
と
こ
ろ
は
不
便
。
お

店
が
早
く
閉
ま
る
の
も
不
便

と
感
じ
て
い
た
が
、
朝
型
の

健
康
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を

手
に
入
れ
ら
れ
て
、
結
果
的

に
よ
か
っ
た
で
す
。

Ｑ　
雨
音
ち
ゃ
ん
、
幼
児
学

園
は
楽
し
い
で
す
か
。
友
だ

ち
い
っ
ぱ
い
で
き
た
か
な
。

雨  

ご
っ
こ
遊
び
な
ど
楽
し

い
で
す
。
学
校
や
習
い
ご
と

の
友
だ
ち
と
つ
つ
じ
荘
の
海

岸
で
６
歳
の
お
誕
生
会
を
し

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ　
雨
音
ち
ゃ
ん
は
、
家
で

い
つ
も
何
を
し
て
い
ま
す
か
。

由  

猫
と
遊
ん
だ
り
、
お
絵

描
き
を
し
て
い
ま
す
。
岡
山

と
香
川
の
図
書
館
で
本
を
借

り
て
、
毎
月
何
十
冊
も
の
絵

本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ　
お
休
み
の
日
は
、
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

タ  
夏
の
間
は
、
ほ
ぼ
毎
日

海
に
行
き
ま
す
。
そ
れ

以
外
は
宇
野
か
高
松
で

食
料
の
買
い
出
し
や
図

書
館
に
行
き
、
帰
っ
た

ら
夕
方
海
に
行
く
と
い

う
の
が
定
番
で
す
。

Ｑ　
最
後
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
一
言
メ
ッ

ほとんど在宅勤務

ペットといっしょに

制作中のタイラーさん

環
境
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
あ
る
夫
の
活
動
の

場
と
し
て
最
適
な
移
住

先
を
、
国
内
外
問
わ
ず

広
範
囲
に
リ
サ
ー
チ
し

た
結
果
、
自
然
の
中
に

あ
り
な
が
ら
一
流
の
建

築
や
芸
術
に
触
れ
ら
れ

セ
ー
ジ
を
。

由  

直
島
は
都
会
か
ら
離
れ

た
小
さ
な
島
で
あ
り
な
が
ら

文
化
的
に
は
最
先
端
で
あ

り
、
ま
た
外
国
人
旅
行
者
や

移
住
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
進
ん

で
い
る
先
進
的
な
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
的
な

風
土
は
島
の
方
の
、
開
放
的

で
寛
容
な
考
え
方
や
姿
勢
に

支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
今
後
も
そ
の
長
所
を

生
か
し
て
世
界
中
の
人
々
が

集
ま
る
直
島
を
つ
く
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
タ
イ
ラ
ー
さ
ん
、
由
加
里

さ
ん
、
雨
音
ち
ゃ
ん
、
本
日

は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
直

島
の
い
い
と
こ
ろ
を
い
っ
ぱ

い
見
つ
け
て
、
大
好
き
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

タイラーさん、雨音ちゃん、由加里さん

る
直
島
を
選
び
ま
し
た
。

Ｑ　
お
二
人
の
お
仕
事
は
。

タ  
作
家
活
動
を
し
な
が
ら

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
英
語

を
教
え
て
い
ま
す
。
妻
も
働

い
て
い
る
の
で
家
事
や
育
児

も
大
切
な
仕
事
で
す
。

由  

ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
で
広
報
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
所
属
が
東
京
の
た

め
、ほ
と
ん
ど
在
宅
勤
務
で
す
。


